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あらまし：研究では，先行研究やデータに基づき，いわば巨人の肩の上に立って，新規性を公知にする必

要がある．しかし，研究初学者にとっては，研究活動の経験が乏しいため，研究の枠組みに沿って研究テ

ーマを構築することは容易ではない．そこで，本研究では，研究初学者が研究テーマを決定できるよう支

援することを目的とし，その過程で生じる困難を LLMによって支援するシステムを提案する． 
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1. はじめに 
研究とは，新規性を見出し，それを公知にする活
動である(1)．この過程では，先人たちの研究に基づ
き，「巨人の肩に立つ」姿勢が求められる．すなわち，
先行研究やデータに基づいて研究動向を把握し，背
景や課題をまとめることは，知識を整理する活動で
ある．その上で，新たな研究テーマを見出し，自身
の研究の立ち位置を明確にし，新規性を意識しなが
ら主張を裏付け，研究ストーリーを体系的に論理立
てることは，創造的な活動である．このように，研
究活動においては，知識の整理と創造が不可欠であ
る．しかし，大学をはじめとする研究初学者は，研
究活動を経験したことがないため，研究の枠組みに
則って，整理と創造を繰り返し，研究テーマを決定
するには多くの困難をともなう． 
これらの困難に対して，研究活動支援，研究テー
マ決定に関する多くの研究がある(2)-(5)．これらい
ずれの研究においても，研究テーマ決定プロセスに
おける十分な支援に至っていない． 
そこで本研究では，研究初学者の研究テーマの決
定を支援することを目的とし，LLMの支援を活用し
ながら，メモを活用した研究活動モデルの開発とそ
れらに基づく研究テーマ決定支援システムの提案を
行う． 
2. 提案システムの概要 
一般に研究活動においては，論文などの研究情報
を調査し，それらをいろいろな観点から整理して，
研究テーマ決定に至る．これらの活動において，特
に研究初学者は以下の困難に直面する．  
（困難 1）研究情報群の整理が困難：研究情報に対
して様々な観点で整理して，その分野における背景
や課題，研究動向，新たな研究テーマの発見などを
整理することが困難， 
（困難 2）研究テーマの創造が困難：整理した研究
情報をもとに，未開拓な研究要素を見つけ，自身の
研究の立ち位置を明確にしたり，主張を裏付けたり，

体系的に論理立てながら研究ストーリを構築するこ
とが困難． 
そこで，本研究では，研究テーマ決定に至る間に
発生する上記の困難を LLM によって支援するシス
テムの開発を目指す．想定システムでは，「研究テー
マ決定活動」は，「1．研究調査活動」「2．研究スト
ーリー構成活動」の繰り返しによって構成されるも
のと定義する． 
提案システムにおいては，「研究情報」と「メモ」
を用いた活動を想定する．研究情報とは，論文，ウ
ェブサイト，書籍，ゼミ資料などの情報資源を指す．
また，メモとは，これらの研究情報から得られた「感
情」「知見」「考察」「課題」である．  

 
図 1 研究テーマ決定支援システムの概要 

提案システムの概要を図 1に示す．ユーザーは，
論文やウェブサイトなどの研究情報から得られた内
容を，画面左の領域に貼り付ける．これらの情報を
LLMが読み取り，研究活動の管理・推進を支援する．
ユーザーは，これらのコメントを参考にしながら「1．
研究調査活動」を繰り返し，「研究情報・メモを整理
する場」を充実させていく．研究情報やメモがある

F2-4

― 145 ―



程度蓄積された段階で，ユーザーは「研究ストーリ
ー構成活動」に取り組む．ユーザーは，整理された
メモを画面右の各項目にドラッグアンドドロップし
て，研究ストーリーを構成する．その後，送信ボタ
ンを押すことで，構成内容が LLM によって添削さ
れ，コメントが表示される．ユーザーは，そのコメ
ントをもとに研究ストーリーを再構成したり，必要
に応じて再度研究情報を収集・整理したりすること
で，研究調査活動に立ち戻る．提案システムでは，
これらの活動を繰り返すことによって，研究テーマ
決定活動を支援する． 
3. 研究テーマ決定活動の詳細 
前章では，研究テーマ決定活動が「1．研究調査活
動」「2．研究ストーリー構成活動」の繰り返しによ
って構成されるものと述べた．本章では，各活動に
おいてユーザーがどのような操作や思考を行うのか
を，より具体的に説明する． 
3.1 研究調査活動 
研究調査活動は以下の 3つのサブ活動から構成さ
れる． 
① 研究情報を収集し内容を把握する 
研究情報を収集し，それを「研究情報・メモを整
理する場」に添付する．研究情報から背景，課題，
目的，結果，要点，新規性などを読み取り，気にな
った情報に対して「感情」「知見」「考察」「課題」に
分類したメモを作成し，研究情報に貼り付ける．  
② 収集した研究情報群を整理する 
①での整理内容をもとに，研究情報群に対して
様々な観点から，関係に着目し，研究領域全般の動
向に留意しながらゼミ資料を作成する．このとき，
研究領域全体の動向にも留意する．研究情報間のつ
ながりはエッジで表現し，類似した研究情報は近接
して配置することができる．従来のファイルシステ
ムでは論文間の関係性を表現しにくいが，エッジを
用いることで関係を可視化しながら整理することが
可能となる． 
③ ゼミで議論する 
②で作成したゼミ資料をもとにゼミでの発表を行
い，教員や他の学生と議論を行う．作成したゼミ資
料は，あらかじめ「研究情報・メモを整理する場」
に添付しておき，ゼミ中に得られたコメントをメモ
として記録する．たとえば，教授や研究室の学生か
ら問題点を指摘された場合は「課題」としてメモを
追加し，新たな研究情報が提示された場合は，その
情報を研究情報として添付する． 
ユーザーは，ゼミで得られたコメントをもとに，
①に立ち戻って追加の調査を行ったり，既存の研究
情報やメモとの関連を検討したりすることで，研究
動向の把握や課題の抽出，研究への興味の明確化，
研究テーマとしての可能性の発見などを行う． 
3.2 研究ストーリー構成活動 
ここでは，「研究調査活動」を通じて研究情報やメ
モが充実してきた段階で，研究ストーリーの構成を
行う．ユーザーは，これまでに整理してきたメモを
「研究ストーリーを構成する場」における「背景」
「課題点」「先行研究」「目的」「手順」の各項目にド
ラッグアンドドロップすることで，研究ストーリー

を組み立てていく．その後，配置したメモをもとに，
各項目の文章を執筆する． 
この活動の目的は，蓄積された研究情報とメモと
いう根拠に基づいて，論理的で一貫性のある研究テ
ーマの骨組みを作成し，その展開を構築することで
ある．たとえば，研究情報のうち「課題」に分類さ
れたメモをもとに研究課題を明確化し，「知見」に分
類されたメモを参照して先行研究の整理や手順の検
討を行う．このように，分類されたメモを根拠とし
て活用することで，説得力のある研究ストーリーの
構成が可能となる． 
4. 研究テーマ決定支援システム 

2 章において，研究初学者は，研究情報群の整理
が困難であること，および研究テーマの創造が困難
であることを述べた．前者は「研究調査活動」にお
ける困難であり，後者は「研究ストーリー構成活動」
における困難である．そこで，本論文では，LLMを
用いてこれらの困難を支援する． 
4.1  LLMによるマネジメント 
ここでは，「研究調査活動」における「研究情報を
収集し内容を把握する」「収集した研究情報群を整理
する」活動を中心に支援を行う．LLMは，研究情報
およびメモを読み込み，次に調査すべき観点や補足
すべき情報を示唆する．これにより，研究情報およ
び研究情報間の内容把握を促進し，研究活動の推進
を支援する． 
4.2  研究ストーリーの添削 
ここでは，ユーザーが構成した研究ストーリーに
対して，LLMがその妥当性や論理性を評価し，改善
のためのコメントを提示する．研究ストーリーの添
削において LLM を利用する意図は，構成という創
造的な活動をユーザー自身が担うことにある．すな
わち，全ての活動を AIが代行するのではなく，研究
ストーリーの構成はユーザーが行い，その内容に対
する添削を LLM が行うことで，本質的な研究の営
みは人間が担い，LLMはその補助的役割を果たすよ
うにする． 
5. おわりに 
本研究では，研究テーマ決定に至る過程で発生す
る困難に対し， LLM を用いて支援するシステムを
提案した． 
今後は，提案システムの構築を行うとともに，そ
の有用性について実際の利用を通じて検証する． 
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